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区
内
の
路
傍
や
神
社
寺
院
に
は
、
信
仰
の
結
実
と

し
て
の
石
仏
、
肉
親
へ
の
惜
別
と
そ
の
供
養
の
た
め

の
各
種
の
墓
石
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多
く
の
石
造

物
が
あ
り
ま
す
。

郷
土
資
料
室
で
は
、
昭
和
6
2
年
よ
り
、
こ
れ
ら
の

石
造
物
に
つ
い
て
調
査
し
記
録
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
を
も
と
に
『
練
馬
の
石
造
物
』
と
し
て
、

昨
年
ま
で
に
5
冊
の
郷
土
資
料
集
に
し
て
、
区
内
の

石
造
物
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
6
冊
目
と
し
て
『
練
馬

の
石
造
物
　
寺
院
編
　
そ
の
二
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
石
造
物
関
係
の
紹
介
は
ひ
と
ま
ず
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
寺
院
の
墓
地
内
、
個
人

宅
の
庭
内
な
ど
に
あ
る
石
造
物
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
機
会
を
あ
ら
た
め
て
調
査
記
録
し
、
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
『
練
馬
の
石
造
物
　
寺
院
編
　
そ
の
二
』

で
は
、
区
の
西
側
地
域
の
寺
院
を
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
石
造

物
の
写
真
、
銘
文
を
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た

が
、
紙
数
の
関
係
な
ど
で
、
一
部
の
石
造
物
に
限
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

郷
土
資
料
室
に
は
、
写
真
や
銘
文
で
紹
介
で
き
な

か
っ
た
石
造
物
に
つ
い
て
も
『
練
馬
の
石
造
物
』
シ

リ
ー
ズ
全
6
冊
分
の
一
基
一
基
が
カ
ー
ド
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
閲
覧
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

昭
和
6
2
年
か
ら
、
石
造
物
に
つ
い
て
調
査
を
始
め

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も
『
練
馬
の
石
仏
』
　
『
練

馬
の
庚
申
塔
』
な
ど
の
刊
行
物
に
あ
わ
せ
、
調
査
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

調
査
に
赴
く
と
き
、
気
候
が
良
い
と
き
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
夏
や
真
冬
、
ま
た
、
腰
に
下
げ

た
蚊
取
り
線
香
の
か
い
な
く
蚊
に
刺
さ
れ
た
り
、
途

中
で
雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
の
調
査
も
あ
り
ま
し
た
。

銘
文
を
読
み
取
る
の
も
、
石
材
の
質
や
彫
ら
れ
方

で
読
み
取
り
に
く
い
も
の
は
拓
本
に
と
っ
た
り
、
塀

際
で
裏
が
直
接
見
ら
れ
な
い
時
に
は
鏡
を
使
い
、
高

い
所
は
双
眼
鏡
、
光
の
射
し
込
み
方
で
見
に
く
い
時

は
出
直
し
し
た
り
、
と
い
う
具
合
で
し
た
。

調
査
は
綿
密
に
行
い
ま
し
た
の
で
、
基
礎
資
料
と

し
て
十
分
役
立
つ
も
の
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
を
手
が

か
り
に
、
皆
様
が
い
っ
そ
う
研
究
を
深
め
ら
れ
、
私

ど
も
の
祖
先
の
過
ぎ
し
日
の
営
み
に
思
い
を
は
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
編
者
と
し
て
ま
こ
と
に
喜
び
に
た

え
ま
せ
ん
。

頒
布
の
お
知
ら
せ

『
練
馬
の
石
造
物
　
寺
院
編
　
そ
の
二
』
は
、
練

馬
区
郷
土
資
料
室
・
区
民
情
報
ひ
ろ
ば
・
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
に
お
い
て
、

一
冊
，
3
0
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
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そ
の
呼
称
も
時
代
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

所
沢
道
は
お
よ
そ
今
の
「
早
稲
田
通
り
」
と
こ
れ

か
ら
分
か
れ
て
中
野
追
分
で
合
流
す
る
「
青
梅
街
道
」

と
の
道
で
、
各
分
岐
点
や
区
間
で
近
世
よ
り
種
々
呼

称
さ
れ
て
い
る
。
早
稲
田
通
り
の
名
も
町
並
み
と
寒

村
の
早
稲
田
に
明
治
1
5
年
専
門
学
校
設
立
、
3
5
年
早

大
と
改
称
し
て
次
第
に
有
名
に
な
り
、
1
区
間
の
呼

称
か
ら
以
西
に
及
ん
だ
。
特
に
関
東
震
災
後
の
復
興

と
西
郊
の
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
豊
多
摩
郡
内
の
一

般
呼
称
と
な
り
、
広
く
真
直
ぐ
修
正
拡
幅
さ
れ
て
「
昭

和
通
り
」
と
も
言
わ
れ
た
。
昭
和
7
年
東
京
市
域
の

拡
大
に
と
も
な
い
3
5
区
5
郡
と
な
っ
て
か
ら
、
末
端

の
練
馬
区
（
当
時
は
板
橋
区
）
保
谷
近
く
ま
で
早
稲

田
通
り
と
呼
ば
れ
た
。
青
梅
街
道
名
は
近
世
初
頭
よ

り
江
戸
城
石
灰
運
搬
道
路
と
し
て
通
用
し
て
い
た
。

こ
の
道
は
、
江
戸
・
東
京
へ
の
生
産
出
荷
道
と
、

御
府
内
八
十
八
個
所
順
拝
の
大
師
信
仰
と
行
楽
の
道

で
も
あ
る
。
前
者
は
西
よ
り
東
へ
と
運
搬
し
、
後
者

は
東
か
ら
西
へ
と
巡
礼
紀
行
し
た
、
物
と
心
の
二
つ

の
道
で
も
あ
っ
た
。

出
荷
の
道
筋
と
し
て
、
旧
神
田
多
町
な
ど
の
野
菜

市
場
へ
は
、
昌
平
橋
（
相
生
橋
丁
外
堀
通
り
－
船
河

原
ど
ん
ど
ん
橋
－
神
楽
坂
－
早
稲
田
－
高
田
馬
場
－

神
田
川
（
上
水
）
の
小
滝
橋
ま
で
約
8
キ
ロ
。
（
現

在
の
早
稲
田
通
り
は
牛
込
橋
か
ら
九
段
高
校
ま
で
で
、

神
田
靖
国
通
り
に
合
流
し
て
い
る
。
）

新
宿
百
人
町
西
の
小
滝
橋
を
渡
れ
ば
中
野
区
に
入

り
、
新
宿
区
上
落
合
の
南
端
沿
い
に
葬
祭
場
を
右
に

見
て
（
大
田
筍
山
人
の
″
三
宝
寺
遊
記
″
の
道
順
に

関
係
あ
り
）
、
今
の
地
下
鉄
東
西
線
と
分
か
れ
る
。

道
は
さ
ら
に
西
進
し
て
、
J
R
中
央
線
と
西
武
新

宿
線
の
間
の
中
野
区
を
横
断
す
る
。
こ
の
間
、
北
方

へ
の
新
井
薬
師
道
・
野
方
道
・
沼
袋
道
な
ど
の
各
分

岐
点
よ
り
、
南
の
中
央
線
（
明
治
2
2
年
新
宿
－
八
王
子

間
汽
車
、
3
7
年
飯
田
橋
－
中
野
間
電
車
開
通
）
を
越

え
て
、
青
梅
街
道
の
中
野
追
分
（
旧
都
電
鍋
横
・
富

士
銀
あ
た
り
）
に
つ
な
が
り
、
束
へ
神
田
上
水
の
淀

橋
を
渡
っ
て
新
宿
・
四
谷
へ
通
じ
る
。
追
分
よ
り
新
宿

ま
で
3
キ
ロ
・
四
谷
ま
で
約
6
キ
ロ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
所
沢
道
を
必
要
に
応
じ
て
新
宿
道
・
四

谷
へ
の
道
、
早
稲
田
道
・
高
田
へ
の
道
な
ど
と
異
称

さ
れ
る
。
出
荷
を
経
験
し
た
八
方
寅
吉
百
才
翁
の
話

で
は
、
大
場
（
だ
い
ぼ
）
通
り
か
ら
桃
園
を
経
て
追

分
に
出
る
の
が
よ
か
っ
た
と
聞
い
て
驚
い
た
。
大
場

村
は
上
沼
袋
村
の
枝
村
で
、
現
在
の
環
状
7
号
の

高
円
寺
北
に
あ
っ
た
分
村
、
中
野
区
史
に
記
さ
れ
て

い
る
。杉
並
区
に
入
っ
た
道
は
中
野
区
境
を
北
西
に
平
行

し
な
が
ら
、
下
井
草
の
松
下
橋
（
妙
正
寺
川
。
西
の

善
福
寺
ま
で
の
新
道
も
早
稲
田
通
り
と
な
る
。
）
を

渡
る
と
、
急
に
北
に
向
き
を
変
え
て
西
武
新
宿
線

下
井
草
駅
の
西
側
を
渡
る
。
さ
ら
に
激
変
し
た
新
青

梅
街
道
（
旧
川
越
の
道
を
拡
幅
）
・
千
川
通
り
（
旧

千
川
上
水
）
を
越
え
、
や
っ
と
練
馬
区
南
部
境
の
八

成
橋
に
た
ど
り
つ
く
。
新
宿
区
境
の
小
滝
橋
か
ら
約

9
キ
ロ
、
淀
橋
か
ら
も
約
9
キ
ロ
で
あ
る
。
こ
の
間
、

二
方
面
の
道
と
も
旧
態
は
全
く
失
わ
れ
真
直
ぐ
な
大

通
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
幸
い
に
も
松
下
橋
か

ら
八
成
徳
ま
で
の
道
沿
い
（
旧
早
稲
田
通
り
、
石
神

井
道
）
に
は
、
石
神
井
・
谷
原
地
域
の
信
仰
の
証
と

な
る
大
切
な
石
造
物
が
数
多
く
保
護
さ
れ
て
い
る
。

ふ
り
か
え
っ
て
、
幕
府
編
さ
ん
の
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
か
ら
、
練
馬
区
に
近
い
道
筋
の
村
々
の
呼

称
記
録
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

下
井
草
＝
所
沢
へ
の
道
あ
り
。
天
沼
＝
江
戸
四
ッ

谷
へ
の
道
な
り
。
阿
佐
ヶ
谷
＝
中
野
村
追
分
よ
り
石

神
井
へ
の
道
あ
り
。
新
井
＝
石
神
井
村
よ
り
江
戸
四

ッ
谷
へ
通
う
道
な
り
。
上
落
合
い
村
内
に
秩
父
道
中

田
無
村
へ
の
往
還
か
か
る
、
道
幅
三
間
余
な
ど
。

－
へ
の
、
－
よ
り
の
意
は
単
に
方
向
と
起
点
だ
け

で
な
く
そ
の
作
用
か
ら
考
え
る
と
、
遠
く
所
沢
や
石

神
井
方
面
の
人
々
が
江
戸
へ
の
往
還
に
利
用
し
た
道
、

江
戸
や
近
在
の
人
々
が
石
神
井
・
谷
原
へ
順
拝
・
行

楽
し
た
道
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

元
禄
の
あ
と
宝
永
期
ご
ろ
よ
り
幕
末
ま
で
連
用
さ

2
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れ
、
代
官
所
な
ど
に
提
出

し
た
上
石
神
井
村
粗
絵
図

（
名
主
弥
五
郎
）
に
は
、

石
神
井
川
沿
流
の
南
北
幹

線
道
に
、
何
と
神
田
道
と

記
入
さ
れ
て
い
る
で
は
な

い
か
、
川
北
の
道
は
所
沢

道
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

長
命
寺
奥
の
院
入
口
近
く

の
庚
申
塔
（
享
和
元
年
五

月
）
　
の
台
石
に
「
豊
嶋
郡

谷
原
村
講
中
二
三
人
。
右

所
沢
道
、
左
大
山
道
田
無

へ
二
里
」
と
あ
る
。
も
と

寺
の
東
通
に
西
面
し
て
い

た
が
環
状
8
号
線
工
事
前

に
移
設
し
た
と
い
う
。

※
　
ね
り
ま
の
文
化
財

第
2
5
号
に
「
所
沢
道
－
そ

の
2
－
道
し
る
べ
と
庚
申

塔
」
を
掲
載
致
し
ま
す
。

埼
玉
道
に
つ
い
て

文
化
財
保
護
推
進
員
　
鈴
木

曹
元
∃llF≠剥IF≠引lF≠剤戸手∃P

区
内
部
分
で
は
「
正
久
保
通
り
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
道
が
、
ほ
ぼ
埼
玉
道
に
あ
た
る
。
こ
の
道
は
昔
、

高
田
道
と
も
呼
ば
れ
、
新
宿
区
戸
塚
か
ら
埼
玉
県
白

子
ま
で
の
道
で
、
農
産
物
を
東
京
の
中
心
地
城
に
販

売
し
に
い
く
道
で
あ
り
、
帰
り
に
は
下
肥
を
引
き
取

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
道
の
管
理
は
、
江
戸
時
代
よ

り
《
字
》
の
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
砂
利

の
道
で
あ
り
、
そ
の
砂
利
は
神
田
川
や
中
新
井
《
江

古
田
》
川
か
ら
採
取
し
て
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
こ

と
で
、
今
で
も
学
習
院
《
目
白
》
の
そ
ば
に
砂
利
場

と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
時
代
ご
と

に
呼
び
名
が
埼
玉
道
・
雑
司
が
谷
道
・
目
白
道
と
変

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
目
的
地
の
変
化
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
道
筋
も
時
代
に
よ
り
変
化
し
て
い
る
。

お
詫
び
と
訂
正

ね
り
ま
の
文
化
財
　
第
2
3
号
に
お
い
て
、
左
記
の

と
お
り
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

2
頁
　
2
段
　
9
・
1
4
行
目
　
道
中
1
道
幅

3
頁
　
2
段
　
1
7
行
目
　
五
場
茶
屋
1
立
場
（
た
て

ば
）
茶
屋

3
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圏
旦
背
恩
首
晶
首
蘭
官
画
旦
塑
魚
雷
恩
首
嵐
官
画
聖
圏
旦
常
恩
晋
品

邑
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平
成
6
年
2
月
か
ら
、
新
し
く
文
化
財
保
護
推
進

員
に
な
ら
れ
た
お
二
人
に
今
後
の
抱
負
を
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

回回国向回囲回回

新
推
進
員
の
紹
介

回回図回回匝恒回図回回国回

徳
川
　
達
子
（
北
町
・
錦
孝
和
台
永
川
台
卓
宮
担
当
）

私
が
練
馬
区
で
生
活
し
始
め
た
と
き
は
、
ま
わ
り

に
麦
畑
が
あ
っ
て
、
春
に
な
る
と
ひ
ば
り
が
噸
る
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
と
き
で
し

た
。
毎
日
、
勤
め
に
通
っ
た
道
、
買
い
物
に
行
く
道

す
が
ら
に
あ
っ
た
庚
申
塔
も
馬
頭
観
音
も
お
地
蔵
様

も
、
そ
の
土
地
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

練
馬
区
の
発
展
に
伴
っ
て
、
道
路
の
拡
張
や
宅
地

化
、
地
域
開
発
が
さ
れ
て
く
る
と
、
そ
れ
ら
の
も
の

を
移
し
た
り
、
一
か
所
に
ま
と
め
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
傷
ま
な
い
よ
う
に
屋
根

を
つ
け
た
り
、
傷
め
な
い
よ
う
に
囲
み
を
つ
け
た
り

し
て
あ
る
の
を
見
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
又
囲
み
が

な
く
て
も
、
ま
わ
り
の
環
境
に
合
わ
せ
て
維
持
さ
れ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
文
化
財
を
私
た
ち
の
身
近
に

感
じ
る
よ
う
な
気
が
し
て
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
し
く
推
進
員
と
な
り
ま
し
た
が
、

文
化
財
保
護
の
お
手
伝
い
が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う

微
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
村
　
理
行
（
旭
町
・
光
が
丘
・
田
柄
・
春
日
町
高
松
担
当
）

そ
の
昔
、
庶
民
信
仰
の
対
象
と
し
て
農
家
の
庭
や

農
道
、
往
還
な
ど
に
伺
ら
れ
て
い
た
お
地
蔵
さ
ん
や

庚
申
塔
な
ど
の
古
い
石
造
物
（
有
形
文
化
財
）
が
、

今
日
で
は
急
激
な
都
市
化
に
よ
っ
て
徐
々
に
姿
を
消

し
、
昔
を
偲
ば
せ
る
原
風
景
は
、
私
達
の
生
活
視
野

か
ら
遠
の
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
、
現
代
化
の
波
が
大
き
く
押
し
寄
せ

る
中
で
、
古
び
た
路
傍
の
石
仏
を
昔
な
が
ら
に
大
切

に
保
有
し
管
理
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
、
今
も
多
く

お
ら
れ
る
こ
と
は
、
誠
に
心
強
く
感
謝
の
念
に
た
え

ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
生
活
に
密
着
し
た
祭
嚇
子
、
獅
子
舞

鶴
舞
、
田
遊
び
な
ど
の
民
俗
芸
能
（
無
形
民
俗
文
化

財
）
も
、
優
れ
た
人
々
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
僅
か
な

が
ら
今
日
も
伝
承
保
有
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
地

域
文
化
の
誇
り
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
保
護
活
動
は
、
行
政
機
関
や
教

育
委
員
会
だ
け
で
は
と
う
て
い
充
分
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
深
い
理
解
と
熱
心
な
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ

め
て
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

私
は
、
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
が
、
そ
の
よ
う

な
地
域
の
万
々
と
「
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
と
お

し
て
、
一
つ
一
つ
の
所
在
確
認
、
祀
り
の
経
緯
、
昔

の
様
子
な
ど
調
査
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
化

財
愛
護
の
気
風
が
人
々
の
間
に
盛
り
上
が
り
、
ひ
い

て
は
地
域
文
化
の
振
興
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

L
¶
札
止
〓
¶
≠
生
一
¶
≠
山
〓
¶
≠
血
云
而
砿
・
山
等
≠
ル
＝
¶
≠
山
＝
¶
～
ル
＝
¶
～
ル
■
－
¶
≠
ル
喜
¶
≠
山
＝
¶
≠
聖
－
¶
≠
山
＝
¶
≠
軋
喜
F

∵
≡
三
日
∴
、
∴
…
∵
、
．
．
、
．
‥

脚
中
村
御
嶽
神
社
の
火
渡
り
行
事

詔

賊
　
　
文
化
財
保
護
推
進
員
　
伊
藤
　
経
一

JE止
≡
¶
≠
山
〓
¶
≠
ル
〓
¶
≠
山
；
¶
≠
聖
－
¶
≠
山
＝
F
～
聖
¶
≠
山
王
¶
喘
ル
＝
¶
～
堂
－
¶
城
址
≡
¶
≠
山
＝
¶
≠
山
＝
¶
≠
監
■
¶

区
内
中
村
3
丁
目
の
御
嶽
神
社
で
は
（
先
達
神
田

定
男
氏
、
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
探
湯
の
儀
保
持

者
）
、
5
月
18
日
、
春
の
大
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
大
勢
の
信
者
に
よ
る
火
渡
り
が
行
わ
れ
、

火
難
除
け
の
お
祓
い
を
受
け
ま
し
た
。
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